
工
業
の
現
状

　

本
市
の
製
造
品
出
荷
額
は
、
ダ
ム
や

港
湾
な
ど
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
進

捗
と
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
、
１
９
６
０

年
代
後
半
か
ら
急
速
な
伸
び
を
見
せ
、

平
成
に
な
っ
て
以
降
は
、
ほ
ぼ
現
在
の

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
）。

　

最
新
の
統
計
結
果
で
は
、
５
９
８
７
億

円
と
な
っ
て
お
り
、
四
国
の
都
市
で
は
、

５
番
目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
粗
付
加
価
値
額
は
２
１
７
８
億
円

で
、
第
２
位
を
誇
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）。

　

製
造
品
出
荷
額
で
は
本
市
を
上
回
っ

た
４
市
も
、
実
質
的
な
生
産
活
動
の
指

標
と
な
る
粗
付
加
価
値
額
で
は
全
て
本

市
が
上
回
っ
て
お
り
、
本
市
の
も
の
づ

く
り
の
実
力
が
示
さ
れ
た
形
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
本
市
工
業
の
業
種
構
成
の
内
訳

は
、
何
と
い
っ
て
も
「
パ
ル
プ
・
紙
・

紙
加
工
品
製
造
業
」
が
約
４
８
０
０
億

円
で
82
％
、
こ
れ
に
ポ
リ
袋
な
ど
の
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
」、
紙
加
工
機

な
ど
の
「
生
産
用
機
械
製
造
業
」、
不
織

布
な
ど
の
「
繊
維
工
業
」、「
印
刷
業
」

な
ど
の
紙
関
連
産
業
を
加
え
る
と
、
全

体
の
95
％
と
な
り
、
ま
さ
に
紙
一
色
の

ま
ち
と
い
え
ま
す
（
グ
ラ
フ
③
）。

　

そ
れ
に
よ
り
「
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加

工
品
製
造
業
」
の
製
造
品
出
荷
額
で
比

較
し
た「
紙
の
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
も
、

合
併
以
来
、
９
年
連
続
で
日
本
一
の
座

を
守
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
④
）。

日本一の紙のまち
～その過去・現在・そして未来～
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　リーマンショッ
クからの世界同時
不況、そして紙媒
体から電子媒体へ
の移行など、紙を
取り巻く環境は非
常に厳しいものと
なっています。
　しかし、紙オム
ツなど、紙加工品
に関しては安定し
た伸びを見せているものもあります。厳し
い環境で生き残るためには、イノベーショ
ンを起こし、新しい製品・新しい市場・新
しいステップへ踏み出していく必要がある
と思います。そのためには、「紙のまちラン
キング１位」という現状にあぐらをかかず、
顧客のニーズに合致する進化をしていかな
ければなりません。そこで、紙パルプ工業
会ではインターネットのポータルサイト「四
国は紙國」を運用して、各企業の強み、「紙
の集積地」としての強みを活かすためのネッ
トワークの形成にも取り組んでいます。

この人に聞く
「紙産業の現状と課題」

服
部

　
正
さ
ん

愛
媛
県
紙
パ
ル
プ
工
業
会　

会
長

大
富
士
製
紙
㈱　

代
表
取
締
役
社
長

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

阿南
市

高松
市

香川
郡直
島町松山

市
徳島
市

四国
中央
市

新居
浜市西条

市
坂出
市

今治
市

プラスチック製品製造業
7％

食料品製造業
3％

生産用機械器具製造業
3％

繊維工業
2％

印刷・同関連業
1％

その他
2％

宇
摩
地
域
紙
産
業
の
変
遷

　

大
陸
か
ら
日
本
に
製
紙
技
術
が
伝
わ
っ

た
の
は
、
飛
鳥
時
代
の
こ
と
で
す
。
宇
摩

地
域
の
紙
作
り
は
、
そ
れ
か
ら
千
年
以
上

も
後
の
江
戸
中
期
に
始
ま
り
ま
し
た
。
し

か
も
、「
水
も
な
く
、
土
地
も
な
く
、
市
場

か
ら
遠
い
」
と
い
う
、
工
業
に
と
っ
て
は

条
件
不
利
地
域
と
い
わ
れ
る
立
地
環
境
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
人
の
血
の

に
じ
む
よ
う
な
努
力
で
こ
れ
を
克
服
し
て

き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
農
家
の
副
業
を
起
源
と
す
る

た
め
に
、
当
初
は
先
行
す
る
他
藩
の
「
御

用
半
紙
」
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
明
治
に

入
っ
て
廃
藩
置
県
に
よ
り
市
場
の
商
流
が

混
乱
す
る
と
、
独
自
の
販
路
を
開
拓
し
て

躍
進
を
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
時
中
に

は
、
国
か
ら
発
令
さ
れ
た
「
製
紙
工
業
企

業
整
備
要
綱
」
に
よ
る
業
界
再
編
の
荒
波

や
戦
禍
に
も
耐
え
し
の
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ダ
ム
や
港
湾
な
ど
の
産
業
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
着
々
と
進
め
、
今
や
日

本
一
と
呼
ば
れ
る
紙
産
業
の
集
積
地
を
築

き
上
げ
た
の
で
す
。

　

そ
の
成
功
の
要
因
を
、
言
葉
や
文
章
で

表
現
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
も
し
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
後
発
の
産

地
で
あ
っ
た
が
故
に
、
技
術
革
新
な
ど
に

も
貪ど
ん
よ
く欲
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
他
に
産

業
が
な
か
っ
た
が
故
に
、
紙
に
懸
け
る
情

熱
が
ほ
か
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
に
尽
き

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日

本

一

の

紙

の

ま

ち

～
そ
の
過
去
・
現
在
・
そ
し
て
未
来
～

　

古
く
か
ら
紙
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
て
来
た
宇
摩
地
域
。
平
成
16
年
に
合
併
し
て
か
ら
は
、
そ
の
存
在
感
が
更
に
増
し
、

四
国
屈
指
の
工
業
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
我
が
ま
ち
の
発
展
の
経
緯
を
検
証
し
、
市
の
取
り
組
み
も
含
め
て
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
を
探
り
ま
す
。

宇
摩
地
域
紙
産
業 

略
年
表

年

主
な
事
柄
・
宇
摩
地
域
の
紙
産
業

６
１
０

中
国
の
僧
、
曇
徴
に
よ
り
日
本

に
紙
の
製
法
が
伝
え
ら
れ
る

７
０
１

紙
が
予
州
大
洲
に
伝
わ
る

１
７
０
０

中
頃

手
漉
き
和
紙
、
黎
明
期

１
８
０
０

初
め
頃

手
漉
き
和
紙
の
市
販
が
始
ま
る

１
８
７
１
廃
藩
置
県
に
と
も
な
い
、
御
用

半
紙
の
産
地
が
衰
退
す
る

１
８
７
３
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
初
め
て

洋
紙
製
造
機
械
が
輸
入
さ
れ
る

１
９
１
１
手
漉
き
和
紙
、
生
産
戸
数
が
最

盛
期
（
７
６
２
戸
）
を
迎
え
る

１
９
１
３
宇
摩
地
域
で
機
械
抄
き
和
紙
生

産
が
始
ま
る

１
９
１
９
手
漉
き
和
紙
、
生
産
及
び
職
工

数
が
最
盛
期
（
３
４
８
７
人
）

を
迎
え
る

１
９
３
０

前
後

機
械
抄
き
和
紙
の
生
産
量
が
、

手
漉
き
和
紙
の
生
産
量
を
抜
く

１
９
４
２
都
市
部
の
生
産
施
設
は
戦
災
に

遭
う

製
紙
工
業
企
業
整
備
要
綱
に
よ

り
業
界
再
編
が
起
き
る

１
９
４
７
宇
摩
地
域
で
機
械
抄
き
洋
紙
生

産
が
始
ま
る

１
９
５
４
柳
瀬
ダ
ム
完
成

１
９
５
５
機
械
抄
き
和
紙
、
最
盛
期

１
９
５
７
機
械
抄
き
洋
紙
、
発
展
期



本
市
の
取
り
組
み

●
産
業
支
援
課
設
置
（
平
成
17
年
～
）

　

市
の
三
大
施
策
「
行
政
改
革
」「
子
育

て
支
援
」「
産
業
支
援
」
を
推
進
す
る
た

め
に
「
総
合
政
策
課
（
現
在
は
経
営
企

画
課
）」「
こ
ど
も
課
」
と
同
時
に
「
産

業
支
援
課
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
担
当

業
務
を
専
門
化
す
る
こ
と
で
従
来
の
商

工
観
光
課
よ
り
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み

に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
産
業
政
策

①
経
営
者
懇
談
会
（
平
成
18
～
19
年
）

　

市
内
企
業
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
調
査
、

経
営
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

ほ
ぼ
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
計
18
回
開
催

し
ま
し
た
。

②
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
19
年
～
）

　

商
品
企
画
や
販
路
開
拓
を
テ
ー
マ
に

人
材
育
成
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
経
営
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
平
成
20
年
～
）

　

企
業
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

④
企
業
メ
ー
ル
リ
ス
ト
の
構
築
（
平
成

18
年
～
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
の
中
で
入
手

し
た
企
業
の
連
絡
先
を
メ
ー
ル
リ
ス
ト
化

し
、産
業
関
連
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑤
紙
の
総
合
マ
ッ
チ
ン
グ
・
サ
イ
ト
「
四

国
は
紙
國
」（
平
成
25
年
～
）

　

四
国
産
業
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
・
愛
媛

大
学
・
愛
媛
県
紙
パ
ル
プ
工
業
会
な
ど
と

協
力
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
販
路
開
拓
の
制
度
を
構
築
し
ま
し
た
。

⑥
首
都
圏
交
流
会
（
平
成
26
年
～
）

　

新
た
な
商
流
の
開
拓
な
ど
を
目
指
し

て
、
首
都
圏
で
活
躍
す
る
市
内
企
業
の

支
店
や
営
業
所
の
交
流
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

⑦
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
22
年
）

　

市
の
産
業
デ
ー
タ
や
歴
史
、
現
在
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
文
書
化
す
る

こ
と
で
、
魅
力
や
情
報
を
発
信
、
大
学

や
支
援
機
関
と
の
連
携
構
築
に
も
活
用

し
て
い
ま
す
。

●
創
業
支
援

①
女
性
起
業
塾
（
平
成
20
年
～
）

　

創
業
支
援
と
女
性
の
社
会
進
出
の
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
に
、
会
計
や
労
務
な
ど

の
基
礎
的
な
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

②
創
業
支
援
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
平

成
20
年
～
）

　

川
之
江
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
し
て
低
廉
な
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

●
連
携
協
定
の
締
結

①
「
国
立
大
学
法
人
愛
媛
大
学
と
四
国

中
央
市
と
の
連
携
に
関
す
る
協
定
書
」

（
平
成
18
年
）

　

地
域
や
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
こ
れ
が
契
機
と
な
り
愛
媛

大
学
の
大
学
院
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
が
実
現
し
ま
し
た
。

②
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
四
国
本
部
と
の
「
業
務
連
携
・
協

力
に
関
す
る
覚
書
」（
平
成
21
年
）

　

共
同
実
施
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー

や
経
営
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
実
績
が
認
め

ら
れ
自
治
体
と
し
て
は
全
国
10
例
目
の

締
結
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

企
業
サ
ポ
ー
ト
の
体
制
が
さ
ら
に
充
実

し
ま
し
た
。

③
伊
予
銀
行
・
愛
媛
銀
行
と
の
「
地
域

経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
た
連
携
・

協
力
協
定
書
」（
平
成
25
年
）

　

情
報
交
換
や
施
策
の
幅
が
広
が
り
、

支
援
体
制
の
厚
み
が
増
し
ま
し
た
。

●
人
材
確
保

①
就
活
情
報
提
供
事
業
（
平
成
21
年
～
）

　

企
業
メ
ー
ル
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
、

市
内
企
業
の
採
用
情
報
を
集
約
し
、
四

国
内
17
機
関
（
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

就
職
支
援
機
関
な
ど
）
に
提
供
し
、
マ
ッ

チ
ン
グ
に
成
功
し
た
事
例
も
出
て
い
ま

す
。

②
市
内
企
業
合
同
就
職
説
明
会
（
平
成

26
年
～
）

　

市
内
企
業
へ
の
人
材
供
給
と
人
口
減

少
対
策
の
一
方
策
と
し
て
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
の
促
進
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

③
採
用
活
動
セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
26
年
～
）

　

変
化
す
る
就
職
協
定
へ
の
対
応
や
社

員
の
定
着
策
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

●
企
業
立
地

①
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
（
平
成
17
年

～
）

　

企
業
の
留
置
・
誘
致
を
目
的
と
し
た

制
度
で
、
こ
れ
ま
で
に
29
件
の
誘
致
・

増
設
、
１
８
０
億
円
の
投
資
と
２
０
３

人
の
雇
用
実
績
を
挙
げ
ま
し
た
。

②
工
業
用
地
の
確
保

　

企
業
立
地
に
必
要
な
工
業
用
地
の
確

保
に
向
け
て
、
準
備
・
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

紙
産
業
の
未
来

●
愛
媛
大
学
と
の
連
携
の
契
機

　

平
成
16
年
に
国
立
大
学
法
人
化
し
た

愛
媛
大
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
と
の
連
携
や
そ
れ
に
対
す
る
貢
献
が

重
要
に
な
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
平
成

18
年
２
月
に
宇
和
島
市
・
今
治
市
・
本

市
と
連
携
協
定
を
締
結
、
４
月
か
ら
各

市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
紙
の
大
学
院
の
設
置

　

サ
テ
ラ
イ
ト
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

平
成
20
年
１
月
に
四
国
中
央
市
産
学
官

連
携
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の

席
で
企
業
か
ら
紙
の
分
野
の
研
究
強
化

の
要
望
が
あ
り
、そ
の
後
、商
工
会
議
所
・

市
か
ら
も
同
様
の
要
望
書
が
出
さ
れ
た

の
を
受
け
、
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
産

学
官
の
関
係
者
に
よ
る
検
討
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
22
年
４
月
に
、

愛
媛
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課

程
「
紙
産
業
特
別
コ
ー
ス
」
が
、
愛
媛

県
産
業
技
術
研
究
所
紙
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
内
の
一
角
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
以
前
よ
り
地
元
か
ら
の
待
望
久

し
か
っ
た
「
紙
の
大
学
」
の
誘
致
が
遂

に
実
現
し
た
の
で
し
た
。

　

以
来
、
平
成
26
年
ま
で
の
３
期
で
13

人
の
卒
業
生
を
輩
出
、
現
在
も
８
人
が

学
ん
で
お
り
、
紙
産
業
の
将
来
を
背
負
っ

て
立
つ
人
材
育
成
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

●
大
学
に
対
す
る
新
た
な
期
待

　

ま
た
、
紙
の
大
学
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
、
企
業
か
ら
の
共
同
研
究
な
ど

の
依
頼
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
学

は
さ
ら
に
体
制
を
増
強
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
26
年
４
月
に
は
紙
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
市
場
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
規
模
縮
小
や
少
子
化
、
輸
入

品
の
攻
勢
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営

環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
紙
産
業
も
ま

た
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

不
況
に
よ
る
広
告
費
の
削
減
や
印
刷
・

出
版
関
係
の
不
振
に
よ
り
、
従
来
の
主

力
商
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
印
刷
用
紙
な

ど
に
代
わ
る
新
た
な
市
場
の
開
拓
や
商

品
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
広
が
る
紙
の
可
能
性

　

そ
の
可
能
性
を
握
る
も
の
の
一
つ
が

「
機
能
紙
」
で
す
。

　

こ
れ
は
、
紙
を
抄
く
時
や
加
工
す
る

時
に
、
何
ら
か
の
素
材
や
薬
剤
を
付
加

し
て
、
従
来
の
紙
に
は
無
か
っ
た
新
た

な
機
能
や
性
能
を
持
た
せ
た
も
の
で
、

工
業
製
品
の
部
品
の
一
部
に
組
み
込
ま

れ
る
な
ど
の
用
途
に
使
わ
れ
る
も
の
で

す
。
一
般
の
消
費
者
の
目
に
は
留
ま
り

ま
せ
ん
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
と
い
う
シ
ー
ト
状
の
素
材

を
、
大
量
に
ま
た
合
理
的
に
生
産
す
る

た
め
に
発
展
し
て
き
た
抄
紙
技
術
は
、

繊
維
や
分
子
の
結
合
に
関
す
る
膨
大
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
活
用
す
れ
ば
、
従
来
は
紙
以
外
の
素

材
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
紙
由
来

の
素
材
や
技
術
で
取
っ
て
代
わ
っ
て
い

く
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
次
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

　

か
つ
て
は
、「
紙
だ
け
の
単
一
産
業
の

都
市
で
、
市
の
将
来
は
大
丈
夫
か
」
と

危
ぶ
む
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
産
業

は
、
こ
う
し
た
技
術
革
新
に
よ
り
、
い

ま
新
た
な
市
場
の
扉
を
開
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
本
市
紙
産
業
の
従
来
か
ら
の

特
質
で
あ
る
業
界
と
行
政
の
緊
密
な
連

携
に
加
え
、
愛
媛
大
学
と
い
う
新
た
な

「
知
の
拠
点
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
正

に「
鬼
に
金
棒
」の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
紙
の
ま
ち
・
四
国
中
央
市
の

未
来
が
、
ま
た
一
段
と
楽
し
み
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

日本一の紙のまち
～その過去・現在・そして未来～

日本一の紙のまち
～その過去・現在・そして未来～

　市の紙産業は、
中小企業の割合が
非常に高く、これ
らが関連産業のク
ラスター（企業群）
を形成し、競争と
共存を両立させた
企業活動を行って
いて、しかも、元
気な企業が多いの
が特徴です。これ
は県下の地域産業においても稀なケースです。
　当センターは、各中小企業の研究室とし
ての役割はもちろん、企業間の連携、行政
や支援機関との連携を高める機能も担って
います。市が企業への支援をより積極的に
行うようになったこともあり、その連携が非
常にとりやすくなりました。当地域ほどの
県・市・企業の連携の高さはあまり類を見
ません。さらに、四国経済産業局や四国産業・
技術振興センター、中小機構そして愛媛大
学も加わり、協同で産業振興ができる非常
に素晴らしい環境が整っていると思います。

この人に聞く
「紙産業の支援体制」

森
川 

政
昭
さ
ん

愛
媛
県
産
業
技
術
研
究
所

紙
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

　現在、電子デバイスの普及などによ
り、紙産業は非常に厳しい状況に置か
れています。その厳しい現状を打破す
るためには、紙の新たな用途を開拓す
る必要があります。目の前の問題を解
決しながら、次のステップへ向かうた
めの技術開発・製品開発を行っていか
ねばなりません。既に、いくつかの研
究開発が進められています。例えば、
製紙工程で発生するペーパースラッジ
（かす）を焼却した灰を利用して、ブ
ロックなどの建設資材を作れるようになりました。これを製品化し、
販売できれば、まさに「ごみが価値を持つ」ことになります。また
パルプを非常に細かくしたナノファイバーを利用して、紙でありな
がら空気を通さないガスバリア紙の基礎技術も確立しました。これ
により、食品などのパッケージに、加工や処理が簡単な紙が使える
可能性を見出しました。
　これまで製紙業界で用いられてきた技術・設備を活かしつつ、そ
こに高度な製造技術を新しく加えることで、高付加価値で実際に商
品として通用する製品を生み出そうと研究開発に取り組んでいます。
そうして、地域にあって地域企業に貢献・還元できる大学として、
技術開発や製品開発を続け、四国中央市から世界にその成果を発信
できるようにしたいと考えています。

この人に聞く
「紙産業の進化と展望」

内
村 

浩
美
さ
ん

愛
媛
大
学
「
紙
産
業
特
別
コ
ー
ス
」

教
授
（
農
学
博
士
）

紙
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長


